
Fuji hiroshi 

Community, 

System, 

Demonstration, 

and Space 



生物的遺伝子 

社会的遺伝子 

無限大の受け継がれてきた遺伝子。 

何を複雑に受け継いできて 

次の世代に複雑に何をつなぐのかということ 



新しい関係をつくる 

    ↕ 

自分の新しい存在をつくる 

関係のある人、家、仕事、友人、街を失ってしまった 

関係がない人、関係のないところ 

＝家も友人もまちも仕事も存在しない 

＝自分の存在を認められない 

   ↓ 

新しい関係をつくる 新しい自分の在り方をつくる 

 



超解 

コミュニティと場 

人があつまり、語り   

活動をつくるところ 

自分自身を開放し、高めてゆくところ 

     上下関係 経験の差 年齢の差 得意分野の違い 

魅力のある人のいるところ 何かありそうなところ  

もうひとつの居場所＝役割があるところ 
縁側、関わりしろ、中間領域 

地縁 血縁 

  ↓ 

家庭 学校 職場 地域 

  ↓ 

スポーツ 趣味 プロジェクト 

 

 



カメハニワ 

生きる 

活きる 

生物的な意味で 

生きるということ 

社会との関わりで 

活きるということ 



転校生の法則 
よそものに接触してくる順番を理解する。 

接し方を間違うと大変なことになる。  

１ 個人活動者 マイノリティ 

２ 第三勢力  新勢力 

３ 第二勢力  反勢力 

４ 第一勢力  地域を動かしている勢力 



誰にも語れない 

悩みのゴジラ 
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価値観の違う人との協働・共通の興味・関心は必ずある。 

 公共から共有へ  

 多層な異なる人の共通項 

 公約数だと「１」。あたりまえ。陳腐。魅力がない。 

 公倍数は無限に広がる。意外性がある。魅力につながる。 

公約数ではなく公倍数を目指す 
どんな数字同士でも公倍数は無限に存在する 

 
常識的なあり方と、常識を超えるあり方 



感性を閉じ込め、個性を殺し 

過去の常識に籠り生きる。 

感性を開き、個性を発揮し 

新しい常識に向かって活きる。 

多数派 少数派 



外部者（わか者よそ者ばか者）の役割（利用法） 

 
地域に潜む種に興味と関心を注ぐ 

年齢、性別、立場を超える 

新しい情報と新種の種を運んでくる 

常識を知らないので無茶をする 

外部とのネットワークをつくり風通しをよくする 

責任転嫁の対象となり、内部の関係をよくする 

なんでもない存在、やわらかい存在が すごいことになる 



多種多様→多層多面 
多種多様な人へのアプローチではなく 

多層多面な人の複雑な行動を喚起するシステムへ 

 
個人の中の多層多面性 

 親として子どもの問題を抱えている 

 子どもとして老人介護の問題を抱えている 

 年金や保険への不安が大きい 

 妻や家族との関係がうまくゆかない 

 友人がいなくなった。 

 職場の責任者として数々の問題を抱えている 

 趣味が大好きだがなかなかできなくなった 

 体を動かしたいがなかなか運動する機会がない 

 

多種多様な人 

 男性と女性 

 高齢者と子ども 

 就業者と失業者 

 健常者と障がい者 

 既婚者と未婚者 

→ 



ひとりではできない活動をつくる 

これまでの経験を超える活動をつくる 



感じる魅力は人それぞれ 



ハードとソフトをつくる発想から 

OSを更新してゆくという発想への転換 

 
動物昆虫系 

物語系 

歴史系 

健康系 こども系 

地図・まちあるき系 

環境系 

手芸工作系 

映像・写真系 

防災系 

スポーツ系 

植物系 

科学系 

手芸工芸系 

木工・塗装系 

清掃・整備系 

デザイン系 

料理食物系 

エンジン機械系 

物語系 リサイクル系 

ファッション系 

ネットワーク系 

IT系 
音楽系 

楽器系 

文学俳句系 

余興系 

のりもの系 
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「未完成の場」 をどのようにつくるか。 

 
 完成に向けた期待の時間をつくる 

 一緒につくる人達と期待に満ちた時間を共有できる 

 作るプロセスが主体性をつくる 

 当事者意識をつくる 

 作りたい意欲ある人が集まってくる 

 役割と責任感をつくる 

活動が結果として場をつくる 



やらされている時間は 

つらくて長い 

すきにさせてよ 



魅力的な人が集まり 

活発な活動が発生する場の条件 

○自由に使える道具 

○自由に使える材料 

○懸命になにかを作ろうとしている態度 
○やさしさと笑顔と寛容さ 

 

×何かを教えようとする態度 

×厳しい規則、ややこしい利用条件 

×目標・目的やミッション 

×上から目線、管理者視線 



自由に使える豊富な材料 



誰とつくるか。 

誰と過ごすか。 

誰と・・・によって価値は変わる。 

 ツールはさまざま 

 材料があつまるしくみ 

 作りたい人があつまるしくみ 

 一緒に作る時間の確保 

 家財道具の交換倉庫 

 木材鉄材などの交換倉庫 

 意外なモノの意外な面白い利用法の開発と 

  デモンストレーション 

つくるところ 

を つくる 

つくるところ と 

つくる人 を 

つなぐしくみ  



魅力いっぱいの 

空間には人が集まる 

魅力 
魅力 

魅力 

魅力 

魅力 

魅力 

魅力 

魅力 



人の性質 

風・土・光・水のバランス 

 土：育てたがる性質（豊饒であることが大切） 

 風：種を運びたがる性質（移動したがる、広げたがる） 

 光：光をあてたがる性質（紹介したがる・メディアなど） 

 水：興味関心を注ぐ性質（無償で。お金を払ってくれる） 

 

○水をあつめるテクニック 

○適正な水のありかた 

○もともとある種を発芽させる 





コミュニティスペース 

 だれでも使えるニュートラルな場（蛍光灯照明） 

 時間の管理と道具の管理が厳しい 

 管理人を置かなければならず管理人の責任になる。 

 余計なものは持ち込めない。余計な時間は過ごせない。 

地域活動（部活動）の部室 
 部員と友人ならだれでも出入りつかえる 

 部員同士の自主管理の場 

 必要なものがそこに必ずあり、すぐに活動ができる場 

 部活関連用品、本棚、関連雑誌、おみやげ、冷蔵庫、
ソファーベッド、寝袋、お酒の空き瓶 



家庭 

仕事 

やわらかいところ 

自分のための活動の場 

縁側 関わりしろ 

新しい出会いがある 



手を動かしながら語る場 

活動の場 

   ↓ 
プロジェクト拠点 

コミュニティビジネス  ディスカッションの場 

 ファシリテータ育成 

 様々な活動の現場をつくる 

 マネジメントチーム 

 デザイン指導チーム 

 地域実験を作り出す場 

支援→協力 束縛からの脱却 

パートナーシップ 

対等な関係 

高めあう関係へ 



常識に騙されない。 

自分の常識を超える。 

食べるために働いている！ 

…という常識を超えてみた。 

  ↓ 

給料一か月分をすべて使って 

お米を買ってみた。 

  ↓ 

一トンのお米が買えた。 

  ↓ 

一人では食べきれない。 

みなに呼びかけた。 

  ↓ 

何かつくって祭りの開催？ 

ギネスに挑戦の何かつくる？ 

  ↓ 

さてどうする！？ 

  ↓ 

乞うご期待！ 

 
みな＝コミュニティ 



つ
づ
く 

時間があればガマ君とかえる君のはなし 


